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研究成果の概要（和文）：遺伝データの代表的なマーカーであるSNPデータについて、連鎖不平衡を利用した集積性の
手法を適用し、ほかには無いブロック同定を行えた。また、遺伝子間ネットワークでの集積性の検討も行い、ケース・
コントロール研究において先行研究よりも有意な結果が得られた。さらに上記の手法を応用して、保健・精神分野のデ
ータについても、二次医療圏で集計された日本人自殺者データ集積性の検討を行い、先行研究よりも有益な結果が得ら
れた。

研究成果の概要（英文）：For SNP data that is major marker on DNA data, we focus to identify LD block 
using Echelon analysis, then we got our original solution. Second, we discussed to apply Echelon analysis 
for gene-network data. Third, we applied the above method to Public Health data, then we got an important 
result.

研究分野： 生物統計学, 遺伝統計学
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１．研究開始当初の背景 
遺伝子多様性の研究には、多因子疾患関連遺
伝子の探索を目的とした場合、 従来から用
いられている連鎖解析に加え、 連鎖不平衡
を利用した相関解析、 ハプロタイプ解析が
有力な手法として、世界的にも注目されてい
る。我々は、それらの分析の一連の流れを統
合的分析手法として整備した。具体的な分析
方法としてDNAデータの中の代表的なSNP
マーカーをブロックとして抜き出す LD ブロ
ック同定方法、LD ブロック同定より代表的
なマーカーを選択する htSNP 選択方法、そ
の後のハプロタイプ・ディプロタイプ形推定、
遺伝子型・ディプロタイプ形と表現型データ
との関連解析について扱うことを考える。ま
た、保健疫学の分野にも応用することも考え
る。 
 
２．研究の目的 
遺伝子多様性の研究では近年、より大規模で
大量なデータへと膨大な情報を扱うように
なってきた。単純に大量なデータを解析する
だけではなく、遺伝解析にはこの分野での独
特のアプローチの仕方が各種ある。我々が提
案した伝統的な遺伝学的アプローチにより、
探索する領域を絞り込み、絞り込んだ後に、
また遺伝統計学を駆使した理論構築により、
遺伝情報と表現型情報を結び付ける関連解
析を精密に行うことができる。既にある程度、
構築できた成果を生かし、さらに探索する領
域の絞り込みの精度を上げ、よりフレキシブ
ルな発現モデルを適用した強力な関連解析
方法を構築し、実践する。遺伝分野のみなら
ず、保健・精神の分野にも集積性の検討を行
う。 
 
３．研究の方法 
連鎖不平衡が強い block 領域の推定と空間統
計学などによるハプロタイプ・ブロック同定
の各種(Haploview, Kamatani et al.(2004), 
Tomita et al.(2008))手法の比較・検討、およ
び新しく提案する部分空間法を利用したブ
ロック同定法との比較を実データ(Hapmap
計画)を用いて行う。量的表現型(QTL)との関
連解析のより効率的な手法を構築するため、
既 存 の 各 種 手 法 (QTLhaplo, QTLmarc, 
Tomita et al.(2011))の比較・検討を行い、
Tomita et al. (2011)の手法の大きな利点であ
る確率的なディプロタイプ形への適用可能
を保ちつつ、ドミナンス分散を用いたフレキ
シブルな発現モデルを適用した関連解析手
法を提案し、検討する。ブロック同定で適用
された手法を保健・精神の分野にも集積性の
研究手法を応用する。 
 
４．研究成果 
遺伝データの代表的なマーカーであるSNPデ
ータについて、連鎖不平衡を利用した集積性
の手法を適用し、ほかには無いブロック同定
を行えた。また、遺伝子間ネットワークでの

集積性の検討も行った。さらに上記の手法を
応用して、保健・精神分野のデータについて
も集積性の検討を行い、先行研究よりも有益
な結果が得られた。 
ハプロタイプをベースに関連解析へアプロ
ーチする手法について、研究期間での大まか
な遺伝解析に関する概要は計算機統計学
(2012)に掲載された内容がもっとも簡潔に
まとまった形となった。遺伝データの集積性
の検討を様々な角度から行ったが、連鎖不平
衡を考慮した LD ブロック同定などについて
は 、 Proceedings  2013 Eleventh 
International Conference on ICT and 
Knowledge Engineering にも掲載されたよう
に、具体的な比較まで詳細に行えた。また、
遺伝ネットワーク情報を元にした集積性の
検討については、2013 年度および 2014 年度
統計関連学会連合大会にて企画セッション
の招待講演にて成果発表することができた。
保健・精神分野での上記の集積性手法の適用
について、厚生の指標(2013), 統計数理
(2013)そして PLoS ONE(2015)に採択・掲載さ
れ、日本人自殺者データの長期後ろ向き研究
の大規模情報への活用が報告できた。 
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